教員学術研究会（平成28年度） by unknown
教員学術研究会（平成28年度）
平成28年7月27日
パーソナルカラー フォーシーズン分類とその特徴
環境デザイン学科 助手 石上桂子
はじめに
パーソナルカラー診断はスプリングサマーオータムウィンターと色を4つのグループに分類する。そして似合う
色グループを提案する方法が主流である。
パーソナルカラー診断は，カラードレープという様々な色の布を診断対象者の顔の付近にあて，その際の対象者の顔色
と顔廻りの変化をとらえて診断をする。現在のパーソナルカラー診断では診断対象が同じにもかかわらず診断者によって
結果が異なる場合があるという問題がある。それは4つのグループの色が団体やカラリストによって異なっていることに
原因があると言える。そこで各グループの色に特徴や明確な規則性を見出せれば診断結果の曖昧さをなくせるのではない
かと考えた。
方 法
パーソナルカラーは診断対象者に調和する色と考えている。そこで色彩調和について考え，色のグループが同じものは
調和すると考察した。色相はベースカラーがイエローベースブルーベース，さらに清色濁色という4つの軸が存在す
る。現在パーソナルカラー診断で使用されているカラードレープを先ほどの4つの軸で分類調査をした結果，多少ではあ
るが1つの季節のグループに様々な属性の色が混在していることが判った。そこでパーソナルカラーの色表示に適してい
るとされる「NCSINDEX 1950Original」のカラーカードを用い，各色票をどのシーズンの色に分類できるかを調査
した。そして分類結果から傾向を調べ，新たな傾向で分けた同じグループの色同士は一般的に調和して見えるかどうかア
ンケート調査を行った。（2015年7月～8月に，調査票を20歳代～50歳代の女性70名と男性30名 計100名に配付 回収率100％）
結 果
調査の結果，4つのグループに表の通りの分類基準を設け
ることができた。調査の結果から分類すると，同じグループ
の中にベースカラーのイエローベースブルーベース，そし
て清色濁色が混在することは色彩調和につながらないこと
が判った。
この結果で分けたグループの色同士の色彩調和アンケート結果は，9割が調和していると回答していた。ここから，同
じ属性をもつ色同士は調和して見えることが示された。
今 後
本研究で得られた結果をもとに，パーソナルカラー診断で使用しているドレープの色分類を再検討し，新たなパーソナ
ルカラードレープのスプリングサマーオータムウィンターを作成したい。今までのドレープは1つのグループに様々
な属性の色が混在しており，診断結果を曖昧にしていた。しかし同一の属性に分けたグループにすることにより，診断結
果の曖昧な基準値を軽減することができると考える。今後は新たな基準で分類をしたドレープを使用して，実際の診断結
果にばらつきが出てこないかを調査していく必要がある。現在パーソナルカラーは注目されている分野でもある。今後診
断希望者が増えていくことが考えられるからこそ，信頼のおける診断結果を導くことには大きな意味がある。
平成28年7月27日
木曽漆器デザインプロジェクトにおけるプロダク卜デザイン研究
環境デザイン学科 教授 桃園靖子
［研究概要］
2014年から実験的なモックアップを重ね，AXISGaleryに於いて展示発表を行った。新しい試みではあったが作り
手の職人の手は，確実に我々のデザインを組み入れ新しい始動デザインが生まれた。デザイナーと作り手，それぞれが役
割を担い，企画デザインを展開した。その成果を昭和女子大学光葉博物館に展示した。2015年11月（11月7日～12月12
日）である。地場産業である木曽漆器の振興を目的に，産地商品からのブランド構築や商品開発，新たな販路開拓，消費
者の購買意欲と生産者の製作意欲向上のための情報の受発信とそのための研究等を行うことを課題とし，これらの取組を
推進するべく，本プロジェクトを立ち上げ事業を行う。
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イエローベース ブルーベース
清色 スプリング ウィンター
濁色 オータム サマー
［ブランド展開］
新商品共同開発事業:テーマ性を重視し個人向け製品開発を行う。昭和女子大学と連携した新商品開発事業として，長
野県アンテナショップ「銀座 NAGANO」を拠点とした検証を行いブランド化を図る。
［cocoroconceptについて］
長野県塩尻木曽地域地場産業振興センターと環境デザイン学科プロダクトデザインコース学生及び桃園研究室との共
同振興プロジェクトを本格的に始動。日本の伝統的な塗料である漆の生産技術や文化的な価値を学びながら『女性の視点
からみた漆デザイン』をテーマとして漆の産地生産者と商品共同開発を進め，木曽の職人さんたちとコラボレーションす
ることによって女子大生ならではの視点からのアイデア，デザインで漆の新たな価値を提案した。東京ビッグサイトで開
催された第81回東京インターナショナルギフトショー春2016（2016年2月3日～5日）木曽漆器ブースに作品展発表
した。［cocoroconcept］をオリジナルブランド化の一歩とし，今後商品化及び販売に向けて販売計画，カタログデザイ
ン，パッケージデザイン，宣伝ツールなどのデザインを担当し漆の新しいスタイル，付加価値を提案したい。
平成29年2月15日
SOCIALMARKETINGSTORYデザインアプローチによるクリエイティブハブの創造Japanesecaligraphy2017
環境デザイン学科 助手 梶浦瑶子
［研究概要］
大人に向けた学びのプラットフォーム作りの研究を目指し，今回はプロジェクトの骨格となる「デザイン思考」という
手法の研究を行った。この思考は，物事の背景を知り，課題を洞察し，考え，企画し，組立てるプロセスに ・デザイン・と
いうアプローチを取り入れた考え方である。今回はこのデザインアプローチを元にプロジェクトを計画し実践した。（図1）
designprocessプロジェクトの計画
実際に外部のデザイナー，研究室の教員，学生達と共に，学び続ける市民のための学びのプラットフォームを作ること
を目的に，地域市民を対象にしたサービスデザインプロジェクトと社会人を対象にしたコミュニケーションデザインプロ
ジェクトを計画し実践した。
servicedesignprocessサービスの開発
学生が主体的に企画したサービスデザインでは，多くの情報がれる社会の中で人々は ・自分らしい・選択ができてい
るか，現代の社会で何が起きているかを考え，地域市民が課題に対して行動を誘発させるための企画と実施を行った。コ
ミュニケーションデザインでは，昭和女子大学を卒業した社会人を対象に，今の自分を知ることで未来の働き方を見据え
ることをテーマにしたワークショップの企画と実施を行った。学生時代の自分達と今の自分達についてディスカッション
を行い，他者とのコミュニケーションを通して，社会で働く自分の藤など，それぞれの話を聞いた。このワークショッ
プでは今の自分を見つめる時間を作りたいという思いから，墨と水を使用し明度によって今の自分を表す，という作業を
行った。（図2）
［まとめ］
プロジェクトを通して，日々の仕事や与えられる業務の中で，硬直化していく思考や行動に自分自身で気づき，改めて
学ぶことの大切さを実感した。そして異なる他者との対話から新たな気づきや課題を発見し，得ることの多さを体感した。
募集活動の難しさや企画運営の準備，卒業生の方々との対話など，初めて経験することが多く，なかなか上手くいかない
こともあった。しかし卒業生の今後の働き方は，これからの女性の働き方にがっていく，ということを強く実感できた。
女性の働く環境は幅広くなってきているが，結婚，出産という人生のターニングポイントを迎える時，仕事との向き合い
方を改めて考え直す時がくるだろう。今回参加した方々の考える働き方，生き方に正解や不正解はないが，学び続けると
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いうことは社会や様々な変化に対応し，その中で自分らしい生き方を選ぶ術を身に着けるということにがると考える。
今後，生涯を通じての教育がこれから益々必要となっていくと感じた。今回のワークショップは今の自分を知ることを目
的に行ったが，今後は未来の働き方をイメージしたプロジェクトを計画し実施していきたい。
平成29年2月15日
サバティカル報告:Extractandstilbenesfrom Norwaysprucebark
環境デザイン学科 教授 中山榮子
［研究概要］
2016年度前期サバティカルをいただき Luke（NaturalResourcesInstitute,Finland）にて ・Greenchemistryfrom
forest－ innovativeprocessesandproducts・というプロジェクトに参加し研究を行ったので，その報告を行った。
プロジェクト内で私は，内樹皮から抽出されるスチルベン配糖体の研究を担当した。最終目標を廃樹皮から簡単な方法
でより効果的な木材表面保護剤を得ることとし，半年の間に，抽出条件の検討，スチルベン配糖体の紫外線吸収機構の解
明，表面保護剤としての利用の可能性の探究などについて取り組んだ。
［実 験］
右図は研究対象としたスチルベン配糖体の一つトランスピセイドである。中央に
二重結合を有し両端にベンゼン環をもち，左のベンゼン環に糖（Glc）がついている
構造をしている。このほか，トランスアストリンギン，トランスイソラポンチンを
抽出の目標物質とした。
実験としては上記3種をスチルベンの標準物質とし，それぞれ紫外線に対する振る
舞いを観察した。すなわち，スチルベン希薄溶液に紫外線を一定量曝露し，その成分
の変化をUV-VisおよびGC/MSで追跡した。その結果，スチルベン配糖体がトラ
ンス体から中央の二重結合を介してシス体に光異性化する際に，グルコースが外れないことを確認した。さらに，HP-
SECを用いて，シス体がさらに環化しフェナントレン構造をとることを確認した。
次いで，フィンランドでパルプ用材などに多用されているNorwayspruce（ドイツトウヒ）の内樹皮を粉末化し，ASE
を用いて6種の有機溶媒を用いて抽出液を得，その成分を分析した。その結果，エチルアルコールを用いて100℃で抽出
した場合が最も効率よく安全かつ簡便に抽出液を得られることを明らかにした。その抽出液に，モデル化合物と同様に紫
外線を照射し，成分の変化を分析し，GC/MS分析を行った。その結果，内樹皮抽出液内でも3種のスチルベン標準物質
に紫外線照射したときと同様，それぞれの光異性化物質およびフェナントレンと思しきピークを観察することができた。
さらに，木材表面処理剤につなげるための予備的実験として，「機械パルプ起源の手すき試験紙に内樹皮抽出液を含浸
させたものへの紫外線照射実験」および「スコットパインの小試験体に減圧化で内樹皮抽出液を浸透させたものへの紫外
線照射実験」を行った。どちらの実験でも抽出液は試験体内部で紫外線を吸収し光異性化～環化反応を起こしていること
が示唆された。
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図1 デザインプロセス 図2 2017年2月11日コミュニケーションデザイン
ワークショップ実施
Fig.1 trans-Piceid
